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課題名

試験研

究年次

Ｉ目的

６３地域特童物の加工流通促道技術の硫立

レタスの切白褐変に関与する酵素活性の抑制
分類 ③

６３～２年（継鏡）

レタスの二つの褐変酵素，ポリフエノールオキシダーゼ（ＰＰＯ）及びパーオキシダー

ゼ（ＰＯ）について，その性質を調査し，切口褐変防止技術の鋪立に資する。

Ⅱ試験方法

１供試品種‘菊川102号，

２粗酵素液の鯛整

レタスの茎部をマックルペン緩衝液とともに磨砕した。遠心分離後上澄液を透析し粗
qｳ

酵素液を得た。

3つ酵素活性の測定’

０ＰＤＡ(ＰＯは過酸化水素も加える）を基質とし，ＰＰＯはｐＨ７．５， ＰＯはｐＨ

5掴の綴衝液中で反応させた。反応は35℃の恒温水槽中で行った。

Ⅲ、主要成果の概要

１ＰＰＯ及びＰＯは温度が低いと活性も低い。

２ｐＨを変えた場合の酵素活性は，ＰＰＯはｐＨ４．５とＰＨ７‘５に活性ピークを有し，

ｐＨ3.5以下で活性は低い。ＰＯはｐＨ5.5に活性ピークを有し，ｐＨ3.5以下で活性が

非常に低い。

３ＡＩＴＣ（アリルイソチオシアネート）を用いるとＰＰＯ活性の抑制が可龍である。

また，ミョウバン及び炭酸ナトリウムを用いるとＰＯ活性の抑闘が可能である。

以上のことから，レタスの褐変酵素（ＰＰＯ及びＰＯ）活性を抑制するには，レタスを低

温に保持するか，ＡＩＴＣ， ミョウバン，炭酸ナトリウム等を含むｐＨ3.5の溶液を切口に

塗布する。
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1Ｖ主要成果の具体的データ
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第１図温度がＰＰＯ及びＰＯ活性第２図ｐＨがＰＰＯ及びＰＯ活性
に及ぼす影響（１年）に及ぼす影響（１年）
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第１表塩類等がＰＰＯ及びＰＯ活性
に及ぼす影響（％）（１年）
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①ｃｏｎｔ･の活性を１００とたときの活性比
②濃度はすべて10,Ｍ

③ＰＰＯはｐＨ７．５，ＰＯはｐＨ５．５
の緩衝液中で反応させた。

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１褐変酵素の抑制条件が明らかになり，実際の切口褐変防止に応用ができる。

２レタスの切口褐変防止に応用し、商品性の保持期間を延長することができる。

Ⅵ今後の研究上の問題点．

１切口褐変を抑制できる塗布溶液の開発

２コールドチェーンを利用した総合的な切口褐変防止技術の開発

Ⅶ劉匠料名

平成２年度食品試験研究成績・計画概要集（公立編）


